
  

 
 
 

 

 

芸能文化の振興に関する研究 

 

芸能による豊かな社会づくりのために 

－提言と具体化への道筋－ 
 
 

Part I  
 
 

          第一部 芸能が豊かな社会をつくるという理念の実現にむけて  
 
          第二部 人々が芸能にふれる場を創出するために 
               －「劇場」、「アーツセンター」として文化拠点が全国で活用されるようにしよう 
 
          第三部 芸能組織が豊かな活動を展開するために 
                 － 自らの使命を確認し、行動へ 

 
 
 
 
 
 

※第四部 芸能の専門家が自らの能力を高め、人々と芸能との出会いの

場をつくり出すために－今、必要なことは、PartⅡとして、別冊に収録

されている。 
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Part II  (別冊に収録) 

第四部 芸能の専門家が自らの能力を高め、 

       人々と芸能との出会いの場をつくり出すために－今、必要なこと」 

１．実演家等のキャリアアップに求められていること－グループインタビュー調査 

２．芸能関係専門家の研修基盤の現状と問題点 

３．芸能関係専門家のキャリア形成と芸団協の取り組みの方向性 

４．芸能実演家等のキャリア形成のための論考 
 




